
第４号様式（第９条関係）

年 4 月 7 日

日進市議会議長 　宛て

議員名

年度政務活動費収支報告について

日進市議会政務活動費の交付に関する条例第９条第１項に基づき、別紙のとおり

令和7

令和6

岩渕　晃久

令和6年度政務活動費収支報告書を提出します。



令和6年度政務活動費収支報告書

議員名

　　政務活動費 円

円

（単位：円）

円

１　収　　入

岩渕　晃久

15,830

134,170

150,000

備　　　考項　　　目

61,680

10,000

金　　　額

３　残　　額

交通費等　31,352円
宿泊費　 　5,400円
手土産代　 1,538円

交通費　 18,270円
宿泊費　  9,800円
参加費　 33,610円

第一集会所使用料

調査研究費

研　修　費

広　報　費

38,290

２　支　　出

広　聴　費 0

合　　　計

0

0

0

24,200

134,170

日進市住宅地図

要請・陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費



参考 第１号様式 
 

政務活動事業実績報告書 
 

 
議員氏名  岩渕 晃久 

 

 
令和６年度政務活動費に係る事業実績報告書を次のとおり提出します。 

 
 

年 月 日 事 業 名 事 業 概 要 及 び 成 果 等 

【調査研究費】 
R7.1.22  
 R7.1.24 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 うるマルシェ視察 
 うるま市における

部活動地域移行につ

いて実証事業を踏ま

えた現在の取組展望

課題 
 沖縄県における6
次産業化と流通拡大

事業について  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①うるマルシェ 
・マチテラス日進の指定管理者であるファーマーズ

フォレストの運営である上記施設にて伺った。 
  
説明員 
  うるま市   議会事務局   議会総務課  

課長     徳山 利明氏 
  〃      農林水産部   生産振興課  

課長     金城 博史氏 
  〃      生産振興課   農水産係   

主任主事   金城 香澄氏 
株式会社ファーマーズ・フォレスト うるマルシェ 
       統括支配人  宮城 健氏 
 ○所感 
・本市と同様うるま市においても「農業従事者の担

い手不足による高齢化率が高止まり」「地域ブラン

ド農水産品として確立されているものが少ない」

「地域連携（6次化、農商工連携）が希薄」「販売及

び流通手段が限られている」といった課題があり、

農水産業を取り巻く課題解決のため「うるま市農水

産業振興戦略拠点施設」として建設したという。本

市には水産業が今のところないが、今後の品揃えの

中で産地間交流としてうるま市の新鮮な水産品が置

かれることとなれば話題となるであろう。商品のラ

インナップをはじめ運営ノウハウは十分にあると感

じた。また、併設のキッチンスタジオ利用の中に食

生活改善推進員とのタイアップ事業はあるのかと問

うたところ「健康福祉センターうるみん」がメイン

で事業を行っているとのことであった。本市施設の

キッチンスタジオで食改さんが活躍する日が待ち遠

しい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 ②うるま市役所 
・本市でも推進中の中学校部活動地域移行を2017年
から実施しているうるま市の現在について伺った。 
  
説明員 
うるま市  学校教育部  学校教育課   
      課長   仲村渠 安一氏 
   〃     〃     〃  学校教育係       

      係長   前堂 光彦氏 
   〃     〃     〃    
    指導主事   名嘉村 秀樹氏 
 
○所感 
・昨年スポーツ庁・文化庁の担当官より部活動地域

移行の概要等を学び、それを踏まえた上で先進地域

の取組みを伺える貴重な機会となった。本市との大

きな違いとしては民間企業が運営主体となっている

点であろう。主体企業が他の企業とのマッチング等、

資金を集めたりする点には有利に働く一方、常に営

利がつきまとう。しかし部活動地域移行後の持続可

能性という 
一番重要な点については「当事業では、企業がCSR
のみを目的として支援するモデルでは継続性が難し

いと考えており、学校内での企業プロモーションを

行えるような仕組み構築を目指しています。そのた

め、支援企業が学校内で教員・生徒・保護者向けに

自社商品のサンプリングや商品・サービスPRが行え

る環境を整えています。」 
（https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_ 
service/chiiki_sports_club/pdf/002_06_00.pdfより

引用）という立場をとっており、教育現場ゆえ業種

による制限などが必要であろうがビジネスについて

は一定の寛容性は必要であると考える。 
部活動講師の民間活力導入について本市教員に直接

聞いたところでは、部活指導をしたくて教員を志し

た方も一定数いらっしゃるとのことで、労働時間を

はじめとする兼職兼業の課題解決など、こういった

志ある教員のモチベーションを損なうことなく四方

よしとなるような提言をして参りたい。 
  
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【研修費】 
R６.5.10 
    6.10 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
消費生活アドバイザ

ーeラーニング講座 
 
 
 
 
 

③沖縄県庁 
・本市でも推進中の6次産業活性化のための支援施策

について伺った・ 
  
説明員 
  沖縄県 農林水産部 流通・加工推進課  
 販売加工戦略班 班  長 浦崎 貴美子氏 
   〃    〃      〃        

〃     主任技師 赤嶺 貴史氏 
   〃    〃      農林水産課      

企画班 班  長 安藤 緑樹氏 
 
○所感 
・なぜ沖縄県庁にて県農林水産部担当官の説明を受

けたのかというと、県が主体となり県下の各市町村

をコーディネートしているかに他ならない。県が掲

げる基本構想のもと県民所得向上を第一義に示すあ

たりに取組の意図が伺える。そのために多産多死に

よらぬ確実な成果を上げるため、沖縄県普及センタ

ー（普及員）が生産、加工技術支援、関係機関との

連携を密にするなど伴奏型の支援を行っている点に

は瞠目した。またソフト面の支援として２つの商品

開発支援があり、商品開発に必要な知識や技術を習

得するための研修や、商品開発に精通した専門家に

よる個別指導を実施するなど加工に必要な機器・器

具のレンタルなど、新商品開発のための施策研究費、

商品パッケージ、商品デザイン等に要する経費とし

て補助率１／２以内、補助上限50万円という条件で

行っているとのことで、本市においても関係各省庁

との協力を強力に推進しじっくり腰を据えて商品開

発できるような施策が行えるよう提言していきた

い。なお行政視察恒例の害獣について質問した際に

はリュウキュウイノシシや野生のクジャクによる被

害があるとのことで、日本全国喫緊の課題であると

痛感した。   
 
 
○近年の消費者を取り巻く環境と消費者行政の動向 
・消費者庁長官 新井ゆたか氏 
  2009年福田康夫元首相の提言で始まった周辺法

令整備から消費者庁が発足して15年が経過したが、

その間われわれ消費者を取り巻く環境はどのように

変化しただろうか。消費生活アドバイザーの視点で

見ると、現在に至るまでステルスマーケティングを



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はじめとする特商法をすり抜ける者や景表法を遵守

しない業者との戦いであるとも感じる。 
 規制がないと利益偏重に陥る者や業者が多い中、

消費者志向経営を推進し、それを歓迎する社会の形

成に向け尽力して行きたい。 
 
○特定商取引法の最近の改正事項のポイントと解決

困難事案 
・弁護士 池本誠司氏 
  消費者トラブルの現況を見ると消費生活相談の過

半数が特定商取引の累計に含まれるということがあ

り、これを規制するため法改正がたびたび行われて

いるが、被害が後をたたないのが現実である。 
しかしながら加害に回るためのものと言っても過言

ではない儲け話の情報商材契約や、無在庫転売ビジ

ネスのノウハウ購入など、昨今話題となる事例につ

いては取引経験やその後の自営業収入の実態などを

踏まえ総合的に判断するとした司法について、詳し

く聴講できたのは大きな意義があった。 
 
○離れていても介護はできる ～別居介護とお金の

話～ 
・AFP 太田差惠子氏 
 近年介護による離職の結果、子育てと違い終わり

の見えない長期の介護期間を経た後に独身・無職の

中高年が残されるといった社会問題が発生している

が、「1人で抱え込まず、介護をプロジェクトとして

捉えよう」とする氏の視点は大いに学びがあった。

介護初期は自分や家族の負担が大きく、行政や民間

サービスが小さいという関係性を2 ３ヶ月ほどで

逆転させ、マネジメント体制に移行することを目標

とするプロジェクトとして介護を捉えることは、介

護離職の防止につながり将来の民生費をいたずらに

増加させない為の防波堤として機能すると考える。

一方で介護職の待遇をはじめとする改善で裾野を広

げる必要があり、これについては国政を注視する必

要があると感じた。 
 
○SNSや動画サイト、アプリ上に表示される虚偽誇

大ネット広告とダークパターンの仕組み、解決方法

について 
・笠井北斗氏 
 近年テレビや新聞といった媒体を抜き、インター

ネット上にはさまざまな広告が流れているが、アフ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ィリエイトによる収入を得る目的で成果報酬型の広

告の一部が、ステルスマーケティングや虚偽誇大広

告となり、消費者が決して少なくない犠牲を払って

いる点は看過できないところである。 
こういった悪徳業者やインフルエンサーの排除が望

まれるところであるが、まずは消費者がカネや美と

いった欲求に対して「簡単にうまい話はない」と一

呼吸おけるような事例を含めた教育を全年齢に向け

発信し続けることが重要であると痛感した。 
 
○広告、表示の合理的根拠について（健康食品等） 
・倉本仁美氏 
  J A R Oが監視する景表法は、その商品が正しく

消費者のニーズを満たす前提となる内容を事実に基

づき表示することを求めているが、実際には利益偏

重などから消費者に優良や有利を誤認させる表示が

後をたたないことに論を俟たないが、実際には言葉

が足りず混乱を招いているケースもあるそうだ。そ

のためJ A R Oでは合理的根拠の提示を求めている

が、今回の講義によると満足度などを調べるアンケ

ートでは、調査を依頼した企業名が選択されやすい

一番上に表示されるなど、極めて不公平な現実が蔓

延していることを改めて知ることができた。 
自身も機会があるごとに、こういった事例の周知を

徹底して行きたい。 
 
○ひとり死時代の終活 
・小谷みどり氏 
 近年長寿命化が当たり前となった中で、親が介護

状態となった際には子供も要介護状態になってお

り、同じ施設に親子揃って認知症で入所という事例

紹介には戦慄した。早い段階で相続についての遺言

であったり方法を共有しておかなければならない一

方、死を取り巻く環境もコロナ禍を経て大きく様変

わりしたという。具体的には葬儀の簡素化が挙げら

れるが、見栄や世間体を気にせず故人らしさを尊重

するかたわら、これも近年問題となっているように

葬儀費用がC Mとは全く違う金額を請求されたなど

のトラブルが発生しており、見極める消費者の目が

試されていると感じた。 
本市においても旅行中に不慮の事故で亡くなったイ

スラム教徒の埋葬（土葬のみとされる）問題につい

ては当局に確認しなければなるまい。 
 



 
R6.10.17 18 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第86回全国都市問題

会議 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○基調講演 
・生命を捉え直す 
福岡伸一青山学院大学教授  
  
○主報告  
・市民の「L I F E」（命・暮らし・一生）を守り支

える姫路の健康づくりとまちづくり 
清元秀泰姫路市長 
  
○一般報告  
・生き物から学ぶ健康なまちづくり 
講師：谷口守氏  
・都市そのものを健康にするまちづくり 
講師：井崎義治氏 
・I T /A Iの健康分野への適用例  
講師：畑豊氏 
  
○パネルディスカッション  
・健康づくりによるまちづくり パネルディスカッ

ションにあたって 
コーディネーター：宮本太郎氏 
・心理社会面から見た、子供の健康  
パネリスト：三木崇弘氏 
・食を切り口とした1人1人の望む暮らしを支援する

栄養パトロール事業  
パネリスト：奥村圭子氏 
・未来型「ゆい」で紡ぐ健康高原都市・茅野の構築 
パネリスト：今村敦氏 
・「未病予防先進都市」を目指した「官民連携」「市

民共創」のまちづくり 
パネリスト：南出賢一氏 
  
 ベストセラーとなった動的平衡の著者である福岡

伸一氏の基調講演の中で話された「エントロピー増

大則に対応すべく作ることよりも壊すことが優先さ

れる」という点については、見た目は変わらないの

に中身は一新されているという我々の生命活動とま

ちの変遷における共通点であると納得した。壊しや

すく再生産しやすいまちづくりの視点を学んだ。 
 ２日目のパネルディスカッションにおける奥村氏

の報告は本市においての実践であったこともあり、

自身が受講中の食生活改善推進員養成講座の内容と

相まって全ての活動の源となる食を通じた健康管理



 
 
 
 
 
 
 
 
 
R7.1.19 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
全国フェミニスト議

員連盟ウィンターセ

ミナーin愛知2025  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アプローチがいかに重要かを改めて考えさせられ

た。 
 さらにコロナワクチン接種の自己負担については

本市2,500円に対し、その効果に懐疑的な泉大津市で

は7,200円と3倍近い開きがある点も興味深い。 
 各市の取り組み事例を拝聴し、本市の平均寿命と

健康寿命の差を埋めていくためにはどのような舵取

りが必要なのか。今後の課題として考えていきたい。 
 
○基調講演 
「区民とともに変える杉並の政治」 
講師：杉並区長岸本聡子さん 
  
○トークセッション 
①「女性の政治参画状況」と「女性市長として変え

たいこと」 
元東京都議・フェミ議連初代共同代表三井マリ子さ

ん 
長久手市長・佐藤有美さん 
碧南市長・小池友妃子さん 
  
②報告「増やしたゾ！女性議員」 
みよし市議会議員 寺本弘子さん、原口百合子さん、

林久子さん 
日進市議会議員 島村きよみさん、山田久美さん  
「厳しい議会、一人でも変えられる！」  
各務原市議会議員古川明美さん 
愛西市議会議員吉川三津子さん 
常滑市議会議員井上恭子さん 
  
③講座 「ジェンダーの視点で考える公務労働 ～会

計年度任用職員制度の課題と解決へ 」  
渋谷典子さん（NPO法人参画プラネット代表理事・

はむねっと監事） 
自治体の動き～愛知県みよし市役所職員 
現場からの声～会計年度任用職員事者 
  
  
所感：「増やしたゾ！女性議員」ということで本市

女性議員拡大のために何をされたのかたいへん興味

深く思い参加した。本市議員報告のあと司会議員が

述べた「日進がこう、50％なんて女性がとても当選

できるって言ったら何を勘違いされるか、遠くから

日進に行って出れば女性だったら入れると言ってな



 
 
 
 
 
 
 
 
 
【広報費】 
R6.4.28 
 
 
 
R6.10.12 
 
 
 
【資料購入費】 
R7.3.31 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第1回市政報告会 
 
 
 
第2回市政報告会 
 
 
 
 
住宅地図 

んか全然とんでもないところからいらっしゃって立

候補される方もあるという、そんな状況も来ており

ます。」という発言は誠に残念だった。そもそも司

会議員も遠くから本市にお見えではなかったか。本

市をより良くしようと思えばこその志ある女性候補

者を腐すようにしか聞こえず、本来55％もあり得た

ものを1議席減らしている時点で宜なるかな。長い間

お疲れ様でした。  
 
 
○第1回市政報告会を五色園第一集会所にて開催し

た。出席者48人。就任から1年の活動内容をスライド

ショーで報告した。 
 
○第2回市政報告会を五色園第一集会所にて開催し

た。出席者56人。前回報告後の活動内容をスライド

ショーで報告した。 
 
 
○要望活動時の住所および場所の確認のため。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



参考　第３号様式（第１３条関係）

ＮＯ１

議員氏名 岩渕　晃久

1,238 48,594 調査研究費 12

7.1.24 レンタカー代 8,564 40,030 調査研究費 13

科　目

研修費

広報費

研修費

研修費

研修費

150,000 134,170 15,830

手土産代 1,538 49,832

ゼンリン住宅地図
愛知県日進市

24,200 15,830 14資料購入費

11調査研究費

那覇→名古屋 7,980 65,770 7調査研究費

宿泊費 5,400 51,370 10調査研究費

13,570 73,750 6調査研究費

全国フェミニスト議員連盟
ウィンターセミナ ２０２５
実行委員会

4,000 56,770 9研修費

60,7705,000 広報費 8

18,270 110,120 3

9,800 100,320 4

第86回全国都市問題会議 13,000 87,320 5

5,000 128,390 2

150,000

消費生活アドバイザーeラーニング講座 16,610 133,390 1

6.11.25

6.9.30

7.1.22

6.10.3

7.1.16

7.3.31

五色園第一集会所使用料

名古屋 姫路

6.10.12 五色園第一集会所使用料

7.1.24 ガソリン代

令和6年度政務活動費会計帳簿

（単位：円）

合　計

6.4.26

6.4.3

6.4.5

6.9.27

6.9.27

6.9.27

年月日 摘　　　要

宿泊費

名古屋→那覇

収　入 支　出 残　高
 領 収 書
 番 号

150,000令和６年度交付分



参考　第６号様式

旅費精算内訳書

年 10 月 17 日 ～ 年 10 月 18 日 （ 1 泊 2 日）

交 通 費 内 訳

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

円

円

円

円

円

※　種別は、飛行機、ＪＲ、鉄道、地下鉄、バス、車　等を記入のこと。

10 (運賃／ 特急料金／

(運賃／ 9,135円 特急料金／

18 (運賃／

JR

←→

→姫路

←→

金　額（円）

／

10

9,135

9,135

目　　的

行 き 先

期　　間

氏　　名

17

月日 種別

JR 9,135円

(運賃／

特急料金／

令和6 令和6

(運賃／

←→

←→

名古屋

明　　　　細

(運賃／ 特急料金／

(運賃／

→

特急料金／

／ ←→ (運賃／

←→ (運賃／ 特急料金／

←→ (運賃／

←→ (運賃／ 特急料金／

／ ←→ (運賃／

交通費小計

宿　泊　料

実績合計額

政務活動費充当額

差　引　額

18,270

9,800

28,070

28,070

0

姫路

名古屋

←→

特急料金／

特急料金／

第８６回全国都市問題会議
健康づくりとまちづくり～市民の一生に寄り添う都市政策～

兵庫県姫路市　アクリエ姫路

岩渕　晃久

特急料金／

特急料金／

特急料金／



参考　第６号様式

旅費精算内訳書

年 1 月 22 日 ～ 年 1 月 24 日 （ 2 泊 3 日）

交 通 費 内 訳

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

円

円

円

円

円

※　種別は、飛行機、ＪＲ、鉄道、地下鉄、バス、車　等を記入のこと。

期　　間 令和7 令和7

月日 種別 明　　　　細

氏　　名 岩渕　晃久

目　　的

①うるマルシェ視察
②うるま市における部活動地域移行について実証事業を踏まえた
　現在の取組展望課題
③沖縄県における6次産業化と流通拡大事業について

行 き 先
①②沖縄県うるま市
③沖縄県那覇市

金　額（円）

13,570

1 ←→ (運賃／ 特急料金／

飛行機 中部国際空港 → 那覇空港 (運賃／ 13,570円 特急料金／

22 ←→ (運賃／ 特急料金／

／ ←→ (運賃／ 特急料金／

7,980

1 ←→ (運賃／ 特急料金／

飛行機 那覇空港 → 中部国際空港 (運賃／ 7,980円 特急料金／

24 ←→ (運賃／ 特急料金／

／ ←→ (運賃／ 特急料金／

←→ (運賃／ 特急料金／

←→ (運賃／ 特急料金／

←→ (運賃／ 特急料金／

／ ←→ (運賃／ 特急料金／

政務活動費充当額 26,950

差　引　額 0

交通費小計 21,550

宿　泊　料 5,400

実績合計額 26,950
























